
 

 

 

日時：平成 27年 12月 1日（火）8：00～  

場所：名寄庁舎 3階会議室    

        

１ 開 会 

 

 

２ 市長あいさつ 

・先日の降雪により、市内では除雪車が初出動した。12 月は、ピヤシリスキー場のオープンや、

ノルディックスキーの大会など、冬の気候を活かした行事の開催が多く予定されている。名寄 

のスポーツ振興の推進に繋がることが期待される。 

・11月中に「平成 27年度まちづくり懇談会」の全ての日程を終了した。平日夕方の限られた時 

 間での開催であるが、まちづくりについて市民皆が関心をもっていただける機会と考える。 

 地域に直接足を運び、市民の声を聞くことで、地域がかかえている課題を解決する糸口に繋が 

 ると思う。また、昨日「第 2次総合計画 市民ワークショップ」の開催があり、大学生、町内 

 会長、様々な市民の方の参加によって、いろいろな視点からの議論ができたようだ。市民意見 

 を伺うことができる多様な機会を設けることが大事と考える。 

・12月から 1月にかけて、平成 28年度予算の査定を行うが、あわせて、平成 29年度から 10年 

 間の第 2次総合計画の策定を見据え、各部署とも現状施策の課題整理や、今後の事業の展望な 

 どを踏まえ、施策・事業を充分に検討すること。 

 

 

３ 市長・副市長の動静 

教育委員会関係行事予定 

・市長、副市長の動静及び教育長の動静について連絡がありました。 

 

 

４ 協議事項・報告事項 

（１）市政への要望 

No 
受付 

番号 
件   名 

受 付 

年月日 
要望者 担当部課 

１ ８ 
平成 27年度 名寄地区全市連合冬の

大売出しへの要望 
27.11.11 名寄商工会議所 会頭 

経 済 部 

営業戦略室 

２ ９ 

商工会に対する平成 28年度市町村

補助金についての要望 

 

行政施策にかかる要望 

27.11.11 

北海道商工会連合会 会長 

風連商工会 会長 

 

風連商工会 会長 

経 済 部 

営業戦略室 



No 
受付 

番号 
件   名 

受 付 

年月日 
要望者 担当部課 

３ 10 
平成 28年度行政施策に 

関する要望 
27.11.11 名寄商工会議所 会頭 

経 済 部 

営業戦略室 

４ 11 
テニスコートの整備などに 

関する要請 
27.11.20 名寄ソフトテニス連盟 会長 

教 育 部 

生涯学習課 

５ 12 農業振興施策に対する要請 27.11.4 
道北なよろ農業協同組合 

代表理事組合長 

経済部 

農務課 

６ 13 
平成 28年度 名寄市農業・農村振興

施策に関する建議 
27.11.24 名寄市農業委員会 会長 

経済部 

農務課 

 

 

（２）平成 27年 第 1回定例会における検討事項の処理顛末について 

No 件          名 担当部 

1 

○災害時における被災者台帳の作成について 

 ・災害発生後、中長期の間、効率的に被災者の支援を行うためには、システムを用い

た被災者台帳を用意する必要がある。番号制度が開始されることから、整理を要す

る課題についてあわせて確認し検討を進めていく。 

 

総務部 

2 

○災害時における福祉避難所の対応について 

 ・福祉センターを福祉避難所として位置づけている。また、災害が長期化した場合は 

災害ボランティアセンターが福祉センターにおかれることから、センターを中心と

して福祉避難所の在り方を考えていく。 

 

総務部 

3 

○なよろコミュニティバス実証運行の検証と利便性の向上策について 

 ・これまでの課題を整理し、地域公共交通活性化協議会へ提示を行ったところであ 

  り、今後利用者アンケートも実施し、実証運行結果とあわせ、関係者との協議を 

  継続する。また、バス利用が不便な地域への交通手段確保については、手段・手 

法を調査し、関係者との議論を進める。 

 

総務部 

4 

○地域福祉の推進のため生活困窮者等の実態調査・把握について 

 ・民生委員地区協議会にて、地域実情把握や調査の連携について説明を行った。 

  また、名寄市立大学と連携し、今後の生活困窮者自立支援事業の取組みや貧困の状

況調査・研究を行う。 

 

健康福祉部 

5 

○社会的企業（ソーシャル・ファーム）と障害者の雇用、地域資源の活用と可能性に 

ついて 

 ・名寄市障害者自立支援協議会の就労支援部会にて議論を行った。引き続き就労支援

部会、関係機関と連携し、雇用に当たっての課題や事業の可能性について、研究を

進める。 

 

健康福祉部 



No 件          名 担当部 

6 

○屋根雪下ろし時における事故防止対策について 

 ・除雪助成事業の助成券を交付する際に、注意啓発資料を同封し事故防止を呼び掛け

た。また、ピヤシリ大学や、町内会、老人クラブの会合等に職員が同席した際に、

事故防止の啓発を行う。 

 

健康福祉部 

7 

○児童教育として公共施設での芸術文化普及等活動（アウトリーチ）の必要性に 

ついて 

・エンレイホール等で開催する市の自主事業について、可能な限りアウトリーチの実

施に努めており、今後、学校や福祉団体等と連携し、アウトリーチのさらなる充実

に努める。 

   

教育部 

8 

○市立図書館の現状と今後の施設整備計画について 

 ・老朽、狭隘の状況であり、第 2次総合計画の策定に向け、市民からの意見や要望も

踏まえて、検討を行う課題と考えている。 

 

教育部 

9 

○中学校においての特別支援教育の対応について 

 ・智恵文中学校については、本年 4月から特別支援教育学習支援員を配置している 

が、児童・生徒の数等状況が変化することから、毎年各校の状況把握を行い、内容

を精査し適正な配置に努める。 

 

教育部 

10 

○市立大学の施設整備にあたり障がい者からのアドバイス等協力の手法について 

 ・大学図書館については、既に工事中であり変更は難しいが、既存施設のバリアフリ

ー化について優先順位をつけ実施したい。また、バリアフリーアドバイザーからの

助言等を今年度予定している。 

 

市立大学 

 

 

（３）平成 27年度予算審査特別委員会における検討事項の処理顛末について 

No 件          名 担当部 

1 

○積極的な地域活動に関し市職員の地域担当制の導入について 

 ・地域コミュニティの活性化や市民参加の推進について、市民ワークショップによる

意見交換、町内会活動の担い手の現状と課題の聞き取り等により、市民と行政との 

  連携や役割を整理し、第 2次総合計画の策定に向け検討を進める。 

 

総務部 

2 

○風連国保診療所玄関での靴の履き換えについて 

 ・土足での利用は、所内の衛生面や感染症の予防、水滴による転倒の恐れ等もあり、

床の清掃・張替も必要となることから、土足の解禁は行わないこととし、靴履き替

えについてのお願いを玄関に掲示している。 

 

風連国保 

診療所 

 

 

 

 

 



５ 連絡事項・その他 

（１）平成 27年度仕事納めに係る市長挨拶の日程について 

・日程について説明がありました。 

 

    

 

６ 各部局の懸案事項 

 

 

 

７ 閉 会 


